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自己紹介





本日の授業を振り返って



Focus on Forms 
（形式中心の指導）

Focus on 
Meaning 

（意味中心の指導）

文法訳読法
TBLTオーディオ・リンガル法

PPP

CLIL

イマージョン教育

インプット仮説 
（Krashen）

インタラクション仮説 
（Long）

使いながら形式も考える

TBLT（Task-based Language Teaching）

指導法の変遷

Focus on Form 
（形式への焦点化）

進化形 
Focus on Forms



タスクの条件

①目的に応じた意味のやり取りが求められること

②課題達成のために埋める何らかのギャップがあること

③形式を事前に指定されることなくすべてのリソースを自由に活用する

④言語形式ではなく、課題の内容に関する成果が設定されている

TBLT（Task-based Language Teaching）

（Ellis & Shintani, 2014）



タスクの種類
タイプ タスク 内容

情報伝達
描画複製 　一方の学習者が絵を描写し、他方がその説明に基づいて再現する

相違特定 　似ている２枚の絵の違いを、絵を見せ合わずに特定する

情報合成
物語復元 　ストーリーの断片を渡された学習者が、互いに見せ合わずに復元する

推理解決 　人や物事について部分的な情報を与えられた学習者が協力して解決する

ナレーション
物語再話 　物語を構成する一連の絵に基づいて、そのストーリーを説明する

実況描写 　再生される動画の展開に合わせてその内容を説明していく

問題解決
論理パズル 　分析や推論によって解決されるべき課題に協力して取り組み答えを出す

文章完成 　文章の隠されている部分を復元する

意思決定
選択・順位づけ 　学習者が意見を述べ合い、与えられた条件下で最善の選択や優先順位を決める

カウンセリング 　悩みごとなどの相談に対する最善の解答を学習者が協力して考える

TBLT（Task-based Language Teaching）



思考・
判断・表現

知識・技
能 主体的に 学習に取り組む態度

・一番えらい 

・目的に合わせてスキルが 
  使えるかどうかを評価 

・「知識・技能」「主体的」 
　がＡでも、これがＡになる 
　とは限らない

・性格とは違う 
 （挙手回数・提出物じゃない） 

・目的に合わせて 
　スキルを使おう 
　としているかを 
　評価　 

・長いスパンで 
 評価（単元・学期）

・構造わかってる 
  かを評価(知識) 

・習った文法使って 
　言える・書ける 
　かを評価(技能) 

・文脈与えて何使 
 うか推測させよ

ペーパーテスト 
実技・面接テスト

活動中の観察 
実技テスト中の観察

授業中のタスク達成度合い 
単元末の実技テスト

現行の学習指導要領から 
登場した評価に関する 

３つの観点 

ぼくたちが支えます！

今回の主役は私！

知識 
知ってる・わかってる

技能 
「やれ」と言われた 
ことができる

思考・判断・表現 
知識・技能を駆使して 

ミッションをクリアできる

学習指導要領



今日の授業はどうだったか？

①目的に応じた意味のやり取りが求められること

②課題達成のために埋める何らかのギャップがあること

③形式を事前に指定されることなくすべてのリソースを自由に活用する

④言語形式ではなく、課題の内容に関する成果が設定されている

TBLT（Task-based Language Teaching）

（Ellis & Shintani, 2014）



「やり取り」を引き出すタスク・デザイン

話し手 聞き手

⓪ゲーム性で引き出す 
・ターン数を競う（知識・技能） 
・相手に選ばれるかどうか（思考・判断・表現） 
                        　　→聞き手の役割



「やり取り」を引き出すタスク・デザイン

話し手 聞き手

①元々話し手の頭の中にあるものを引き出す 
　・当たり前過ぎて言語化してこなかったこと　→体験 ito 
　・いつも無意識にやっていること 
　・思ってたけど言う機会がなかったこと





「やり取り」を引き出すタスク・デザイン

話し手 聞き手

②言うべき内容が与えられている 
　・４コマ英訳→ナレーション・タスク 
・練習や評価の場面では重要 

　 　→体験 「バースデー・パーティーを計画しよう！」



「やり取り」を引き出すタスク・デザイン

話し手 聞き手

③与えられた内容によって思考が深まるもの 
　・その時に初めて（改めて）考えてみること 
　・LEGOでストーリー 
　・お悩み相談室



「やり取り」を引き出すタスク・デザイン

話し手 聞き手

④誰かの発話がさらに思考を深めるもの 
　・共通のキーワードで語る（形容詞）　

共感！反論！ 多様性！



「やり取り」を引き出すタスク・デザイン

話し手 聞き手

⑤番外編 
　・第三者的な聞き手の存在する対話 

・ポッドキャスト制作 
　・お散歩英会話



③メインタスク①授業の導入

Small Talk
目標の提示
帯活動

②タスクの導入

プレタスク
語彙の導入

タスクの説明

④まとめ

ポストタスク
文法指導
課題提示

50分

タスク

タスクを中心に置いた50分授業のデザイン

TBLTの授業内の位置づけ



①単元末
 Lesson 1  Lesson 2  Lesson 3

②学期末
 １学期

③毎回ちょっとずつ（帯活動）

④単元や学期の最初（導入・診断的活用）
 　　　１学期

TBLTの授業内の位置づけ







出会う　　練習する　　　整理する

使う　　　　　気づく　　　　　　使う

文法シラバス

場面シラバス
思考・判断・表現

知識・技能

デュアル・シラバス

タスク（T
BLT )

PPP



繰り返しを楽しく、コミュニケーションを豊かに






